
































 図 3 指向特性 図 1 THETAV 図 2 C-2 



























点を回答した人数である．青がTHETA V，オレンジがシステムに対する評価を示す．  






図10 方向感がどの程度あるか          図11 方向ごとに違う音が聞こえるか 
図12 臨場感があるか             図13 全体的な聞こえ方 
これらの図から平均値を求めると，それぞれの項目でTHETA Vの方は3.4, 3.5, 3.5, 3.5，シ








    図14 スペクトログラム(THETA V)        図15 スペクトログラム(システム) 
 
カフェテリアで収録した音と映像に対する評価が上だったので，スペクトログラムを用いてよ
り詳しく考察する．スペクトログラムとは，音の時間に対する周波数成分の変化を表したもので
ある．図14，図15にTHETA V，システムそれぞれの音のスペクトログラムを示す．横軸が時間，
縦軸が周波数，色の濃さで成分の強さを示す．各図で下から3つは3方向それぞれの音，一番上は
それらを足し合わせた音である．図14で高い周波数のところに強い成分が見られる．音源が楽器
であることから，高域に強い成分があるのは不自然なので，おそらくノイズではないかと考えら
れる．一方，図15にはそのような成分は見られない．そのため，被験者にとってシステムの方の
評価が全体的に上という結果になったのではないかと考えられる． 
本研究のシステムは，指向性マイクロホンをさらに指向性を鋭いものにして，マイクロホンの
数を増やすことで，方向による音の変化をより細かく表現できるため，より臨場感が高いものに
なるのではないかと考える．また，評価については，個人差を考慮して，アンケート項目をより
詳細なものにしたり，人数を増やしたりすることでさらに正確な評価が得られると思われる． 
 
8. まとめ 
 指向性マイクロホンを使った簡易的なシステムで既存の製品と同等もしくはそれ以上の聞こ
えや臨場感などを実現できた．また，指向性マイクロホンを用いることで，方向感に効果がある
ことも分かった． 
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